
いくつかの公序良俗違反事件（弁護士　猪股　正）
　公序良俗違反（民法９０条）は要件が抽象的・包括的であることもあり、主張・立証のハードルは高く、公序良俗違反の主張をする事件は
“負け筋”だと言われることもある。振り返れば、いくつかの事件がある。当事者、同期、同僚はじめ多くの仲間と力を合わせて困難を乗
り越えるというかけがえのない経験をさせてもらった。

　２００３年５月、会社員男性が「夜が明けた。ゆうべはほとんど眠れなかった。」「サイシンへの支払い…手持ち無し。辛い！！どうす
る！」「もう会社へ出られない」などと記した遺書を残して飛び降り自殺した。サイシンは車を担保に年利３００％以上の高利で融資をす
るヤミ金であり、この日は利息の支払期限だった。司法修習同期の弁護士からの紹介でご遺族から相談を受けた。当時、県内の至る所に
「車でお金」と書かれた看板が貼られ被害が多発していた。集団訴訟を提起。ヤミ金事務所での交渉、山形市での出張尋問などいくつもの
山を越え、２０１１年９月７日、さいたま地裁は、車金融の手口を「公序良俗に反する違法性が顕著なもの」とし、自殺との因果関係を認
め、背後にいた暴力団関係者らも含めサイシンに損害賠償を命じた。高裁でも判断が維持された。被害額は遅延損害金を含めると総額１億
円超になった。詐害行為取消請求訴訟などを経て、背後の首謀者の自宅を差押え、全額に近い賠償金を回収した。

　２０１１年５月、生活に困窮した人を劣悪な施設（無料低額宿泊所）に入所させ、生活保護費の大半を搾取していた貧困ビジネス業者に
対し、入所者が原告になって集団訴訟を提起した。囲い込まれていた施設からの脱出、脱税での刑事告訴、常軌を逸した妨害工作への対抗
などの攻防の末、２０１７年３月１日、さいたま地裁は、搾取の構造を認めて、施設入所契約は「公序良俗に反し、無効というべきである」
とし、貧困ビジネス業者に対し、総額約１５８０万円の損害賠償等を命じた。

　２０１４年、７０歳の男性が街金から融資を受けた。気付けば、自宅や賃貸アパートなど１億３０００万円以上の不動産が全て売却され
ており、丸裸になっていた。街金から不動産を買い受けた業者が男性に対し、建物明渡訴訟を提起した。第一審さいたま地裁は、男性が売
買契約書等多数の書面に自署して実印を押印し印鑑証明書も交付していたことなどを理由に、売買契約を有効とし、業者の明渡請求を全部
認容した。同僚の谷川、月岡両弁護士と共に、あきらめることなくできることを続けた。２０１８年３月１５日、第二審東京高裁は、一審
判決を取消し、「莫大な利益を得ようとして行った、経済的取引としての合理性を著しく欠く取引であり、公序良俗に反する暴利行為に当
たるといわざるを得ない。」として、不動産売買契約の無効を認め、逆転勝訴（判例時報No.２３９８）。その後、別訴で全ての不動産
を取り戻した。

　人間の力は弱く、ひとりの力は小さい。学生時代、大雪の年末、早月尾根から剱岳を目指した。背丈の倍ほどもある深雪をストックを使っ
て崩しながら全身でラッセル。力尽きると、後続の仲間と交代する。長い長い早月尾根を何日もかけて一歩一歩ラッセルして頂上直下まで
たどり着いた。依頼者や仲間と一緒に、あきらめず、困難に向き合い、判決にたどり着いた経験は、ラッセルの記憶とつながる。一緒に力
を尽くした仲間１人ひとりに心から感謝している。

弁護士　猪　股　　正
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反貧困全国集会２０２１集会宣言「生きてくれ」－コロナと貧困
－
　２０２１年４月４日（日）、反貧困ネットワーク主催の「反貧困全国集会２０２１」が開催されました。２００７年にスタートして以来、
１４年目となります。
　全国の地域での取組、ひとり親・女性・非正規雇用・学生・外国人など、当事者や支援の現場からの声や取組が報告されました。
　貧困と格差の拡大が放置され、「コロナになってもならなくても死ぬ」人がいる社会、「コロナで死ぬことより、いかに毎日を生き抜く
か」を考えるほかない社会、そんな今の社会のままで、感染の拡大は止められるのでしょうか。

　当日、採択された集会宣言をご紹介します。

反貧困全国集会２０２１集会宣言「生きてくれ」－コロナと貧困－

　２００８年、リーマン・ショックが到来しました。非正規労働者が、雇用の調整弁として、解雇・雇い止めされ、仕事や住居を喪失し、
生活保護の窓口から追い返される人も相次ぐなど、生存の危機に瀕する人が全国にあふれました。私たちは、派遣村の取組を行い、人間の
いのちや暮らしより経済や大企業の利益を優先して非正規雇用を拡大させてきた政策の転換、自己責任を振りかざして社会保障の縮減を進
める政策の転換を求め、取組を続けてきました。

　そして、２０２０年、コロナが到来しました。３月から４月、非正規雇用がまっ先に切り捨てられ、非正規労働者数は１３１万人減少。
相次ぐ解雇・雇い止め、休業手当不払い。休業を余儀なくされ収入を絶たれた自営業者・フリーランス。住民でありながらセーフティ・ネッ
トのない外国人。「仕事がない」「収入が激減した」「所持金が尽きた」「住居を失った」「大学に通えない」など、短期間で一気に追い
詰められた人からのＳＯＳが続きました。コロナは第２波、第３波、そして第４波へと続き、失業が長期化する中で、求職活動に疲れ自己
肯定感を失い、孤立を深める人が増えています。自殺者数は昨年７月から増加に転じ、１０月には前年同月比で３９．９％増、うち女性が
８２．６％増となり、年が明けた２月、女性の非正規労働者数は前年同月比で８９万人減少し、減少幅は過去最大になっています。危機に
あって、最後のセーフティ・ネットとして役割を発揮すべき生活保護は、窓口の誤った対応、扶養照会に伴うスティグマなどにより本来の
役割を発揮できていません。

　同じことの繰り返しです。不安定な雇用と穴だらけの社会保障に対し抜本的な手当をしなければ、こうなることは当然でコロナの前から
見えていたことです。手当をしなかったばかりか、非正規雇用をさらに拡大させ、生活保護バッシングを誘導するなどして生活保護基準を
引き下げるなど社会保障の縮減を続けてきたので、状況は一層悪化しています。そして、政治は、生きることができない人が続出している
状況を目の前にしても、今もなお、「自助・共助」と言い続け、その場凌ぎの小手先の対応を繰り返し、また、経済や大企業優先の政策を
続け、コロナ禍にもかかわらず株価が３０年ぶりの高値となって大企業等の富が膨張するなど、貧困と格差を一層拡大させています。

　今日の集会では、全国の地域での取組、ひとり親・女性・非正規雇用・学生・外国人など、当事者や支援の現場からの声や取組が報告さ
れました。「コロナになってもならなくても死ぬ」「コロナで死ぬことより、いかに毎日を生き抜くか」を考えるほかないという日本社会
の現実があります。このままでは、運良くコロナが収束したとしても、その後に続く大災害やパンデミックを乗り越えることは困難です。
今こそ、互いに分かち合い、支え合う、希望と連帯の社会への転換が必要です。
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　反貧困ネットワークが呼びかけた「新型コロナ災害緊急アクション」、「反貧困緊急ささえあい基金」の取組には、多数の市民団体、労
働組合などが参加し、現場での駆けつけ支援、いのちを繋ぐ取組が続いています。地域からの個別領域を越えた連帯の社会運動をさらに強
化するため、反貧困ネットワークは、本日の集会を機に、当事者が主体者として参画する「社会運動としての連帯協働組織」へと新たな一
歩を歩みだします。
　地域から、分かち合い、支え合い、個別の問題の枠や、民間と行政などの立場を越えて、互いにつながり、「生きさせろ！」と声を上げ、
「生きてくれ」の声を届けましょう。人間らしい生活と労働の保障を求め、希望と連帯の社会をつくるため、私たちは、これからも声を上
げ、つながりを広げ、行動することを宣言します。
２０２１年４月４日
反貧困全国集会２０２１参加者一同

集会のアーカイブ録画はこちら https://youtu.be/Ic9OC571Y_c

（弁護士　猪　股　　正）

事務所ニュース　２０２１年新年号　巻頭挨拶（弁護士　佐渡島
啓）
昨年はコロナ禍に見舞われた一年でした。皆様、様々な影響や制限を受けた生活を強いられてきたものと思いますし、医療従事者など現場
で奮闘されている方々は私たちの想像を超えたご苦労が続いていると思います。改めて敬意を表します。当事務所でも、相談室にアクリル
板を設置し、相談が終わるたびに相談室を消毒してきました。また、換気のために相談室の窓を開け放っていますので、暑かったり寒かっ
たり、近隣の工事の音がうるさかったり、ご相談者の皆様にはご迷惑をおかけいたしております。何卒ご了承ください。

さて、今年は衆議院議員総選挙の年になります。一昨年の英国のエコノミスト誌の調査部門による発表によれば、日本の民主主義指数は世
界第２４位（北欧諸国が上位を占め、米国は２５位）。評価対象の指数には様々ありますが、足を引っ張った一つは、国政選挙の投票率の
低さでした（１９６ヶ国中１５８位）。ルソーが「自由なのは選挙のときだけで、選挙が終われば奴隷に戻る」と述べた通り、選挙だけで
民主主義を語れないことは自明ですが、しかし、現在の日本で議会制民主主義がとられている以上、投票行動が重要なことも明らかです。
コロナ禍終息前の選挙になるとは思いますが、ぜひ皆様、投票所に足を運びましょう。

今年もよろしくお願いいたします。

弁護士　佐渡島　啓
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（事務所ニュース・2021年新年号掲載）

アスベスト被害の解決を（弁護士　竹内　和正）
アスベストによる被害に遭われた建設職人の方が、アスベストの危険性を知りながらアスベスト建材を販売した企業と、それを規制しなかっ
た国を訴えた「建設アスベスト訴訟」が全国各地で争われています。

そして、同訴訟において重要な判決が、２０２０年８月２８日、９月４日と連続して、東京高等裁判所、東京地方裁判所でそれぞれ言い渡
され、国や企業の責任が認められました。
現在、国や企業に対し解決を求め交渉をしていますが、「係争中なので対応できません。」との回答を繰り返されています。１０年以上、
ずっと同じ回答です。
建設アスベスト訴訟を起こした原告の方のうち、提訴後に亡くなった原告の方の人数は２５０名近くにも及んでいます。僕の担当している
原告の方の中にも亡くなられてしまった方がいます。亡くなった原告の方々の「生きているうちに解決を」という願いはもう叶いません。
２０２０年１０月２２日、最高裁で建設アスベスト訴訟についてはじめて弁論期日が開かれました。そして、今年、建設アスベスト被害に
ついて、はじめての最高裁判決が言い渡される予定です。

せめて、ご遺族が笑顔で墓前に報告できるような判決が言い渡されることを強く望みます。

弁護士　竹内　和正

 

（事務所ニュース・2021年新年号掲載）

生活保護基準引下げ違憲訴訟　～いよいよ原告本人尋問～（弁護
士　古城　英俊）
２０１３年８月から３回に分けて生活扶助基準が引下げられたことは、生活保護利用者の健康で文化的な最低限度の生活を侵害するもので
あり違憲だとして、２０１４年８月、減額処分の取消しと損害賠償を求める訴訟を提起しました（原告３４名）。
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全国２９の裁判所でも同様の訴訟が提起され（原告１０００人以上）、昨年６月に、全国初の判決として、名古屋地裁で請求棄却の判決が
言い渡されました。この判決は、利用者の生活実態を考慮せず、一方で、自民党の政権公約が保護基準に影響を与えたことを容認するかの
ような判示をしており、到底納得できない判決でした。名古屋の闘いは控訴審に移っています。

さいたま地裁での訴訟は現在も続いています（次回期日は１月２０日午後２時）。
そして今年は、いよいよ原告本人尋問が行なわれ（日時は未定）、早ければ年内に判決が言い渡される予定です。
今後ともご支援をよろしくお願いいたします。

弁護士　古城　英俊

 

（事務所ニュース・2021年新年号掲載）

事業者ファクタリング業者を提訴しました（弁護士　鴨田　譲）
ファクタリングとは、主に債権の売買のことをいい、例えば、A社が取引先のB社に対して1ヶ月後に返済される100万円の売掛金債権
をいま80万円でC社に売買するという形で行われます。この場合、通常、A社がB社に対して、債権の売買をしたことを通知することに
なります。

ところが、最近問題となっている偽装ファクタリング業者は、「二社間ファクタリング」と称して、取引先B社に一切通知しないまま、C
社がA社に80万円を交付し、1ヶ月後に、A社が自分でB社から100万円を回収し、この100万円をそのままC社に交付します。
この場合、B社は一切登場せず、単にA社とC社との間で金銭のやり取りが行われただけですので実質的には債権の売買ではなく、貸金
（金銭消費貸借契約）となります。
貸金であれば貸金業法等の法律が適用され、年利109．5％を超える契約は無効になりますが、この例では年利計算で約304％になり
無効ということになります。

昨年5月に給与債権を対象とした給与ファクタリング業者を提訴しましたが、その後9月には、中小企業や個人事業主を対象とした事業者
ファクタリング業者を提訴しました。
違法金融の撲滅のために尽力していきたいと思います。

弁護士　鴨田　譲

 

（事務所ニュース・2021年新年号掲載）
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ｗｉｔｈコロナの子どもたち（弁護士　南木　ゆう）
いつも保育園のお迎え時間ギリギリにダッシュで滑り込むので、５歳の娘からは「最後の一人になるのは嫌だ。」となじられていました。
そこで昨年は目標を「計画的に」と定めて、余裕を持ってお迎えに行こうキャンペーンに取り組んできました。しかし、思いがけず新学期
早々保育園が休園となってしまい、「早く保育園に行きたい～」と言われる始末。「それならば保育園よりも楽しい遊びを！」と知恵を絞っ
て、家の中でスタンプラリーを開催したり、駐車場にテントを張ってアウトドアランチをしたり、電動チャリを飛ばしてあまり人の集まっ
ていない公園まで遠出したり、毎日子どもをいかに楽しませるかということに頭を使いました。

年に１度行っていた旅行は昨年どこにも行けず、思えば一昨年末の事務所旅行で行ったベトナム旅行が最後になりました。ハノイの市街地
で乗ったシクロという自転車タクシーで撮った臨場感溢れる動画をヘビロテしながら、エア旅行を楽しんでいます。

２歳になった息子は、知識をスポンジのように吸収し、毎日新しい単語を発して大人たちをびっくりさせていますが、昨年の我が家の流行
語大賞は、２歳児から事あるごとに発せられる「コロナノカンケー」でした。

弁護士　南木　ゆう

 

（事務所ニュース・2021年新年号掲載）

 

やはり生（ナマ）がいい（弁護士　牧野　丘）
 

新型の感染症が登場するとこういう世の中になってしまうとは予想できませんでした。「人との接触を８割減らす」から始まり、生活様式
がガラッと変わってしまいました。裁判所の開廷ペースなどもまだ元に戻ったとは言えません。
多くの会議がリモートになり、裁判手続きも電話。楽と言えば楽ですが、伝わっているのかなぁ、というモゾモゾ感は一向に減りません。

https://saitamasogo.jp/archives/87743
https://saitamasogo.jp/minakiyu
https://saitamasogo.jp/archives/87741


浦和レッズのシーズンチケットを持つ私には、埼玉スタジアムの試合を映像で観るのは闘った気がしません。映画よりも舞台が好きな私が
舞台の録画を観ても満足できません。趣味のサックスに至っては、昨年３月に予定されていた２回目のブルーノート東京の舞台（ただの
「発表会」です）が中止になり、レッスンもしばらく休みになっただけでなく、練習場であるカラオケボックスも休店。こんなに長い期間、
演奏しなかったことは初めてです。翻って仕事。修習生の頃から大事にしてきた「現場主義」。１００回の話を聞くよりも１回現場を見た
方が得るものが大きいものです。ですが、なんとなくそれも控えめになりました。

しかし、嘆いてばかりではいけません。愚痴を言うだけでは落ち込みます。落ち込まないためには、新しい文化を受け容れながらも、これ
まで大事にしてきたことに思いを馳せ、逆にそれを成長させることかと。そんなわけで、この度新しいアルトサックスを買いました。セル
マーのシリーズⅡ。コントロールが難しいのですが、音の響きに深みがあり、プロ仕様です。楽器は使うことで成長するので、私も楽器と
共に成長します。こんな時期に高いお金を出して買ったことの言い訳でした。

弁護士　牧野丘

 

（事務所ニュース・2021年新年号掲載）

 

コロナの日々で思ったこと（弁護士　月岡　朗）
2020年11月に、埼玉弁護士会において、奈良県の佐々木育子弁護士を講師にお招きして、任意後見契約とホームロイヤーに関するセ
ミナーを開催しました。
セミナーの中で、ある老人ホームが、入居する高齢者に対して「あなたは私の大切な人です。」「あなたが忘れても、私が覚えています。」
とのメッセージを伝えているとの話がありました。老人ホームに入所する方の中には、さまざまな事情の方がいると思いますし、認知症に
よる今後の生活に不安を感じている方もいると思います。そういう方の気持ちに寄り添った、素敵なメッセージだと思いました。

今年は、コロナウィルスの感染防止のために、親戚や友人と会えなくなりました。自粛と感染防止策の毎日で、人とのつながりが薄くなっ
たようにも思います。人と気持ちを通じ合わせることや、身近な人を傍に感じることも難しくなったように感じます。

そんな今だからこそ、大切な人に「あなたは私の大切な人です。」というようなメッセージを伝えることが重要だと思います。経済対策や
給付金も重要ですが、人とのつながりを感じさせるメッセージは、コロナの日々を乗り切る力を与えてくれると思います。

弁護士　月岡　朗

 

https://saitamasogo.jp/archives/87713


（事務所ニュース・2021新年号掲載）

 

みんなで育てる（弁護士　谷川　生子）
昨年１１月、「働くこと」をテーマにした子ども向けのイベントに参加しました。小学生～高校生までの子ども達に、働くときの基本的な
ルールを知ってもらい、実際に様々な分野で働く人と接することで、仕事の理想や未来の自分が働くイメージをもってもらおうという企画
です。

換気・消毒に気を配りながら、看護師、調理師、イラストレーター、鉄道整備士等の各分野で働く人が、ブースに分かれて話したり、子ど
も達に仕事の一部を体験してもらったりしました。沢山の子ども達が集まっているイラストレーターのブースを横目に、弁護士の話は面白
くなさそうよねーと思いながら座っていると、数人、話を聞きに来てくれました。日々の仕事をわかりやすく伝えるというのは難しく、弁
護士の堅いイメージを払拭することはできなかったと思いますが、こんな仕事もあるのね、と頭の片隅に置いてもらえたかもしれません。

子ども達は、不安や怖れを抱きつつも、やっぱり未来へのわくわくするような気持を持っています。どんな仕事でも、やりがいを見い出し、
働くことの楽しさを感じてほしい。その場にいた大人全員が願ったことでした。
この一年、またそんな機会を大切にしたいと思います。

弁護士　谷川　生子

 

（事務所ニュース・2021新年号掲載）
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